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資料－5 事業事前計画表（基本設計時） 

1．案件名 

ニカラグア共和国 国道七号線主要橋梁架け替え計画基本設計調査 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

ニカラグア共和国（以下「ニ」国）において、大西洋側の地域は山岳部地域であるた

めに、道路・橋梁のインフラ整備が遅れ、その結果、地域開発も進まず、太平洋側の地

域と比較して貧困層住民の割合も高く、東西地域の経済格差は大きな社会問題となって

いた。 

「ニ」国政府は、2004 年から 5 ヵ年間の国家開発計画において、大西洋側に位置するエ

ル･ラマ港を拠点とした米国との貿易による経済発展を目指し、エル・ラマ港の改修及び、

エル・ラマと首都マナグアを結ぶ国道7号線の改修を重点施策の１つとして掲げている。

さらに、中米経済統合実現のための開発計画であるプエブラ・パナマ計画の国際幹線道路

網において、国道 7 号線の一部が大西洋輸送回廊として新たに認知されたことから、本プ

ロジェクト対象道路である国道 7 号線の整備は地域開発の推進の点からも重要となって

いる。 

国道 7 号線は、他ドナーの援助により道路部分の改良が 2005 年に完了した。一方、

同国道上の橋梁の老朽化は、大型車の通行に支障となっており、今後期待されるエル・

ラマ港の取り扱い貨物量の増加に対応した物流の確保を妨げると考えられ、小規模橋梁を

中心に順次改修が進められている。しかし、本プロジェクト対象橋梁は他ドナーによ

る改修の対象となっていない。 

本プロジェクトは、国道 7 号線における交通・輸送を安全かつ安定的に確保するとと

もに、地域住民の利便性向上に寄与することを目的として、国道７号線上で、特に構造

的問題点、損傷、狭幅員に伴う安全性の低下、貨物車の重量制限等が顕著である 4 橋（ラ

ス・リマス橋（橋長：31m）、オコングア橋（同：64m）、 キナマ橋（同：38m）、

ムアン橋（同：64m））の架け替えを行う。  

3．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標 
   国道７号線沿線の地域において、円滑で安定的な交通が確保される。 

   裨益対象の範囲及び規模：「ニ」国ボアコ県、大西洋岸南部地域及びリオ・サン

ファン県住民約 58 万人（2002 年） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 4 橋が架け替えられ、その取付道路が建設される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動    

ア 4 橋の架け替え及びその取付道路を整備する。 

イ 供与後の維持管理体制を確保する。 
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 (4) 投入（インプット） 
ア 日本側： 無償資金協力 10.35 億円 
イ 「ニ」国側 
（ア）本無償資金協力案件の実施に係わる負担額：0.18 億円 
（イ）本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費：年平均 0.01 億円

(5) 実施体制 

  主管官庁及び実施機関：「ニ」国運輸インフラ省 

4．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

  「ニ」国ボアコ県テウステペ市（ラス・リマス橋） 

「ニ」国大西洋岸南部地域ビジャ・サンディーノ市（オコングア橋、キナマ橋及び

ムアン橋） 

(2) 概要 

  ラス・リマス橋、オコングア橋、キナマ橋及びムアン橋の架け替え及びその取付道

路の建設 

(3) 相手国負担事項 

① 環境社会配慮（住民移転・用地取得） 

② 追加用地の確保 

③ 電柱・配電線の移設 

④ 水道管の移設 

⑤ 仮設ヤードの整地 

⑥ 交通警官による交通整理 

⑦ 既存キナマ橋の撤去 

 (4) 概算事業費 

  概算事業費 10.53 億円 （日本側負担 10.35 億円、「ニ」国側負担 0.18 億円） 

 (5) 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 27 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

① 橋梁計画に際し、用地取得・住民移転を最小限に抑える。 

② 工事期間中の河川の水質汚濁を最小限に抑える。 

③ 移転対象とならない近隣住民の工事による騒音・振動等の影響を最小限に抑え

る。 
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5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

  ① 「ニ」国内の政情・治安が悪化しない。 

  ② 想定外の自然災害が発生しない。 

6．過去の類似案件からの教訓の活用 

  特になし。 

7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状の数値（2005 年） 計画値（2009 年） 

橋梁通行車両の重量制

限の緩和 
24.5 トン 40.9 トン 

交通量の増加 ラス・リマス橋 2,300 台／日

（うち大型車 775 台／日）

その他 3 橋    700 台／日 
（うち大型車 306 台／日）

増加する 

（特に大型車） 

平均走行速度の上昇 30km/h 60km/h 

(2) その他の成果指標 

  特になし 

(3) 評価のタイミング 

  2009 年以降。 
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資料－6 環境天然資源省発行の工事着工許可証 
 (1) ラス・リマス橋工事着工許可証 
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(2) オコングア橋工事着工許可証 
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(3) キナマ橋工事着工許可証 
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(4) ムアン橋工事着工許可証 
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